
キッチン用ハンズフリー水栓

SF-NB481SX型

SF-NB481SXN型

プラスドライバー、スパナ（対辺8、23）、マイナスドライバー、精密ドライバー（マイナス）

やむをえない事情で珪酸カルシウム板を使用す
る場合は、別売りのA-3811を使用して取り付けてください。

PMS-2429(18112)

SF-NB481SX型

故障の恐れがあります。

※感電の原因となります。

※発火、ショート、感電の原因となります。

※電源プラグにホコリがたまると、湿気などで絶縁不良となり、火災の原因となります。

水道水及び飲用可能な井戸水以外は使用しないでください。
※商品の内部腐食により漏水、発火、ショート、感電の原因となります。
※飲用可能な井戸水とは、水道法に定められた飲料水の水質基準に適合する水を言います。

※破損してケガをしたり、漏水や故障の原因となります。

お客さま相談センターまで

※発火、ショート、感電の原因となります。

が必要です。

常時：0.8W以下　作動時：2.5W以下

水栓単品の場合
キッチンくるりんと接続の場合 0.07MPa(流動圧)～0.75MPa(静水圧)

0.06MPa(流動圧)～0.75MPa(静水圧)

施工説明書

最低必要圧力
最 高 圧 力

水栓単品の場合 キッチンくるりんと接続の場合
　　0.07MPa(流動圧)　　0.07MPa(流動圧)　

0.75MPa(静水圧)

震源プラグ

安全上のご注意

1.  施工の前に

本製品の仕様と条件

施工前のご注意

施工完了図

タッチレスセンサー
自動センサー

約φ5mm
φ10mm以下

タッチレスセンサー
自動センサー

約40mm

1170mm
約130mm（ロングモード：約150mm）吐水中約200mm（グレーカード：80mm角）

最低必要圧力

最 高 圧 力

A＋0.09MPa(流動圧)　 A＋0.10MPa(流動圧)  :給湯器設定温度60℃
A＋0.07MPa(流動圧)  :給湯器設定温度42℃
0.75MPa(静水圧)

24
水栓単品の場合 キッチンくるりんと接続の場合

※1：給湯器設定温度が75℃以上の場合は､最低必要圧力は、0.12MPaとなります。着火しない場合は設定温度を下げてください。

※1

※1：飲用可能な井戸水とは、水道法に定められた飲料水の水質基準に適合する水をいう。
※2：給湯圧力が給水圧力よりも高い場合、正常な調節ができなくなり、ヤケドをする恐れがあります。

給水圧力≧給湯圧力 ※2

給水圧力は給湯圧力より必ず高くしてください。
※正常な調節ができなくなり、ヤケドをする恐れがあります。

●シンク深さ（厚み含む）*1寸法が220mm以上の場合は *2寸法が145ｍｍ以上ないと、バルブがシンクと干渉し施工できま
せん。*1寸法が220mm以上かつ *2寸法が145mm未満の場合は当社お客さま相談センターまでお問い合わせください。

●水栓取付面からシンク下の底板（棚板）までの距離が540mm以上ないと、ホース収納時に底板 （棚板）との干渉が大きくなり、
使用上問題はありませんが、ホース収納性が悪くなります。

●センサーが誤感知する恐れがありますので、寸法*3を150mm以上の空間を確保してください。
●吐水口の下にカウンターやサポートプレート等を置いた時、センサーが誤感知する恐れがあります。
●No4仕上げ以上のステンレスシンクへ設置しないでください。（詳細はステンレス協会HP「ステンレスの主な表面仕上げ」
参照）センサーが誤検知する恐れがあります。
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C:裏面取付作業
　必要スペース

前面

A:取付可能穴径
B:取付可能カウンター厚さ
C:裏面取付作業スペース寸法
D:給水・給湯止水栓芯々寸法
E:水栓取付面から給水・給湯用止水栓中心までの寸法
F:水栓中心から給水・給湯の止水栓接続中心までの寸法
G:止水栓の標準寸法
H:水栓中心から給水・給湯芯々の中心までの寸法

中心振分けの場合
φ37±2mm
6～30mm

図1に示す範囲以内

0～－50mm
30～35mm

片側偏芯の場合

200±10mm
400±10mm

80～100±10mm
360±10mm

0mm 120～150mm
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2.  施工手順

3.  施工方法
以下の手順の通り、正しく取り付けてください。

アダプターを手で押さえ、白着色ボルトを1～
2回転締める。

アダプターを手で押さえ、白着色ボルトをしっかり
と締める。

スパナでそれぞれのボルトを約1/2回転程度増締めする。

無着色ボルトをしっかりと締める。

無着色のボルトをゆるめ、ホルダー
を外す。

ホルダーを水栓取付穴に挿入する。

締める

スパナ（対辺23）

抜け止めカバー・固定リング・樹脂キャッ
プを外す。

逆止弁ソケットをスパナ(対辺23)で止水栓に
固定する。

上部施工金具の取付1

上部施工金具は向きに注意して、正しく取り付けてください。
※正しく取り付けないと水栓本体の固定強度が低下するなど、
不具合の原因になります。

ポイント
無着色ボルトは引っかからないように、
少し引っぱり上げておく。

3.

4.

ゆっくり回してください。
※高速回転はしないでく
ださい。

　正しく施工できなくな
る恐れがあります。

5.

6.

7.

ポイント
各ボルトを交互に締め付け、締付力が均等になるようにする。

締め付けすぎないでください。

アダプターのぐらつきがないこと。

確　認

逆止弁ソケットと止水栓の接続3

パッキンの紛失に注意してください。
※漏水の原因になります。

逆止弁ソケットはナット部に工具を
掛けて、しっかりと固定してください。
※締付けが不十分であったり強く
　締め付けすぎると、漏水の原因
　になります。

水栓本体の取付け2
ホースの先端が固定軸の中にかくれるまで、
ハンドシャワーを引き出す。　　　　

右に回す

センサーコードを先にアダプターに通
し、続いて給水・給湯ホースを挿入する。

吐出管がアダプターに当たる手前で水栓
本体を右に回し、吐出管を挿入する。

そのままの向きで、パイプガイドを挿入
する。

水栓本体を
仮固定する。

吐水口を左右に回転し、シンク外に吐水口
が出ないか確認する。

はみ出す場合は、水栓本体を取り外し、上
部施工金具のボルトを無着色ボルト、白着色
ボルトの順に少し緩め、吐水口がシンク内に
収まるように回転する。

白着色ボルト、無着色ボルトを②の 5 6 7
の手順に従いしっかりと締めつけて、それ
ぞれのボルトを1/2回転程度増締する。

水栓本体を固定する。

プラスドライバー

水栓本体6.

7.

9.

10.

8.

●パッキンの紛失に注意してください。
　※漏水の原因になります。

●先端のキャップは
それぞれ接続する
直前まで外さない
でください。
※Oリングに傷が
ついたりゴミが
かみ込むことで
漏水の原因に
なります。

※傷や破損
の原因に
なります。

3.

4.

ポイント
給水・給湯ホースを下図のよ
うに横並びにして挿入する。

平面図 給湯
ホース

給水
ホース

吐出管

ポイント
吐出管が後ろ側にくるまで回
転させる。

ポイント
パイプガイドが後ろ側にくる
こと。

シンク外に吐水口が出るとカウンターを感知し、自動
吐水する場合があります。

水栓本体にぐらつき
がないこと。

確　認

平面図

給水ホース給湯ホース

吐出管

ホースの先端

センサー
コード

センサー
コード

センサー
コード

センサー
コード

吐水口

シンク

水栓本体

水栓本体をアダプターに装着する。

水栓本体

装着する

5.

センサーコードをはさみ込んだり、引っ張ったり、銅管
にからませないでください。
※コードが破損し、発火・ショート・感電の原因になり
ます。

アダプター

同梱の型紙を使って、「検知範囲」が
シンク内に納まるように水栓正面を
決め、黒く塗った部分が型紙の矢印
と合うように位置決めをする。

給水・給湯ホースと逆止弁ソケットの接続4

Oリングに傷をつけたりゴミかみがないよう注意
してください。
※漏水の原因になります。

●給水・給湯ホースの差し間違え
に注意してください。
※水を出そうとしても、湯が出て
ヤケドをする恐れがあります。

●必ず逆止弁ソケットを止水栓に固定
してから給水・給湯ホースを接続し
てください。
※漏水の原因になります。

●ホースを曲げる場合は、曲げ半
径30mm以上確保してください。
※漏水の原因になります。

アダプター

ホルダー

アダプター

ホルダー

アダプター

ホルダー

アダプター

水栓本体
正面の穴

逆止弁
ソケット ナット部

パッキン

止水栓

型紙

シンク

検知範囲

①

②

③

④
④

⑤

⑥⑦

⑧

③

水栓正面

両面テープ

上部施工金具

型紙

部品の確認

コントロールボックス

水栓本体

寒冷地仕様の場合

水栓本体の取付け
上部施工金具の取付け

給水・給湯ホースと逆止弁ソケットの接続

⑦
ストッパーの固定

⑧コントロールボックスの接続と設置



キッチンくるりんと接続の場合は、キッチンくるりん（KS-800)に同梱の取付設置説明書に従い、
水栓本体に接続してください。

給水・給湯ホース
を上に引き、外れ
ないことを確認し
てください。

確　認
●抜け止めカバーをは
め忘れないようにし
てください。
※リングに触れると
ケガをする恐れが
あります。

●固定リングをはめ損
ねないよう、必ずしっ
かりとはめ込んでく
ださい。
※外れると漏水の原因
となります。

キッチンくるりんと接続の場合

ホースと電磁弁の接続5

クリップに触れる
とけがをする恐れ
があります。

4.
ポイント

吐出管の凸部と電磁弁側の
穴位置を合わせてください。

電磁弁を吐出管に接続する。

●電磁弁を吐出管に接続する際、ホースがねじれた
り、止水栓をまたいで接続しないでください。
※ホースが破損し、漏水の原因となります。

●Oリングに傷をつけたりゴミかみがないよう注意
してください。
※漏水の原因となります。

電磁弁の抜け止めカバー・固定リングを外す。

ハンドシャワーを吐水口部に収納する。

ポイント
ホースが抜けて入れにくい場合は、
ホースを押しながら回転させてくだ
さい。

前

ホースをホースガイドの矢印のとおりに通し、ホースが電磁弁の端子と干渉しないように、電
磁弁の右側にもってくる。ホースを電磁弁のソケット部に差込み、ストップリングで固定する。3.

正面図

ポイント

ホース継手を接続する際はホース
がねじれないように注意してくだ
さい。
※ハンドシャワーがスムーズに引
き出せなくなります。

電磁弁

電磁弁

ホースは電磁弁の右側にくるようにし、ホース
と電磁弁の端子が干渉しないように注意して
ください。

ホースガイド

ホース

ホース収納性の確認
ハンドシャワーを出し入れし、ホースが給水・給湯ホース・電磁弁等と干渉せず、スムーズ
に上下に動くことを確認する。

7

ポイント

ポイント
上図の「コードクランプ」は、コントロールボックス・
電磁弁よりも下方に設置してください。
※漏水や結露により水滴がコードを伝わった場合に、
　コネクターに到達しないようにするためです。

コントロールボックスの接続と設置

キャビネットの背板にコードクランプを取
り付けて、コードをコードクランプでキャ
ビネット内に固定する。（5～6か所）

6.

電源プラグをコンセントに接続する。7.

施工完了後、タグを水栓のレバーハンドル
に取り付けてください。8.

2.

濡れた手で触れたり、水がかからないよう十分注意
してください。
※発火・ショート・感電・故障の原因になります。
　　　

8

コントロールボックスに電磁弁からのコード
と、水栓本体からのコード2本を差し込む。

コントロールボックスの取付位置を施説図を参考に
仮決めし、シャワーホースやフレキホースと3本の
コードが絡まないようにコードを取り回しておく。

電源プラグ

ポイント
下のコードから順に差し込んでください。

以下の手順の通り、正しく調整してください。

電源プラグがコンセントに正しく差し込まれていることを確認する。

4.  施工後の調整

電磁弁の手動弁が「左いっぱい」に回っていることを確認する。

3.
高温に注意してください。
※レバーが湯側になっていると
不意に高温の湯が出てヤケ
ドをする恐れがあります。

電磁弁からのコード
（オレンジ）

水栓本体からのコード（白・小）

水栓本体からのコード（白・大）

オレンジ

白（小）
白（大）

フタ

電磁弁

ホース継手

ストップリングホース

3.

4.

コード類とホース等が絡まない
ようにしてください。
※発火・ショート・感電の原因
になります。　　　

コード類を溝に収納しフタを閉める。

側板もしくは、背板に図のように2本のビス
で固定する。②のビスは左右どちらかに固
定する。ステンレス
キャビネットなどの場
合は､補強木に固定す
る。ビスが使用でき
ない場合は､付属の両
面テープで固定する。

q

w

フタ

結束バンド

5.

ポイント
コードを引っ張ったときに、コネ
クター部に力がかからないよう
にしてください。

コード類を結束バンドでしっかりと固定
する。

コントロールボックスへ

水栓本体
からのコード

電磁弁

手動弁は工具を使わず、手でゆっくり左いっぱいに
回してください。
※止水不良（センサーに手をかざしても水が止まらない）
の原因になります。

電磁弁

固定リングと抜け止めカバーをはめ込む。5.
固定リングをはめ損ねないよう、
必ずしっかりとはめ込んでくだ
さい。
※外れると漏水の原因となります。

センサーに手をかざして、タッチレス湯水センサーの吐水・止水を確認する。4. ポイント
●感知エリアは右図のようになっています。
●約3秒間手をかざし続けると自動的に止水
します。
●10分間吐水が続くと自動的に止水します。

タッチレス
湯水センサー感知エリアタッチレス

湯水センサー

止水栓

開く 開く

止水栓を開き、レバーハンドルを上げる。

ポイント
ハンドシャワーは吐水口に納めた状態で行う。

ストッパーの固定6
テープを覆うようにストッパーを取り付ける。

ポイント

1.ストッパーを指で押さえる。ロック部の溝に、
マイナスドライバーを矢印qの方向に差し込む。

2.差し込んだマイナスドライバーを矢印wの方向に傾ける。
3.マイナスドライバーを矢印eの方向に押し込んでロックを
解除し、ストッパーを外す。

ストッパーの外し方

q
w

e

クリップリング クリップリングロック部

溝マイナスドライバー

ストッパー

コードを差し込んだ後、軽く引っ張って
抜けないことを確認してください。
※作動不良の原因となります。

自動センサーON/OFFスイッチを押し､光っている状態で､手を吐水口の下に差し出して､自動セン
サーの吐水･止水を確認する。5.

ポイント
●感知範囲は右図のようになっています。
●1分間吐水が続くと自動的に止水します。

自動センサー 自動センサー

感知範囲 吐水中200mm

止水中130mm
もしくは、150mm

自動センサー
ON/OFFスイッチ

コード
ソケット部

ストップリング

電磁弁を手で持ち 、ホースを挿入した後、ストップリングをしっかりと
はめ込んでください。(ストップリングが外れると漏水の原因になります｡ )
※カチッと音がするまで差込んでください。
※ストップリングがソケットからはみ出ていないことを確認してください。

作動確認

●ホース収納がスムーズに
なるよう、吐出管を左に
軽く曲げて、ホースが
まっすぐ垂れ下がるよ
うにしてください。

●ホースが引出し、配管スペース、止水栓など
に干渉する場合、吐出管を軽く曲げて、
ホースの干渉を避けてください。　　　

左に
曲げる

吐出管

吐出管

ホース

メイン
バルブ

止水栓 配管
スペース

配管
スペース

吐出管

背板

吐出管を
曲げる

吐出管を
曲げる

引出し

正面視 右側面視



キッチンくるりんと接続の場合は、キッチンくるりん（KS-800)に同梱の取付設置説明書に従い、
水栓本体に接続してください。

給水・給湯ホース
を上に引き、外れ
ないことを確認し
てください。

確　認
●抜け止めカバーをは
め忘れないようにし
てください。
※リングに触れると
ケガをする恐れが
あります。

●固定リングをはめ損
ねないよう、必ずしっ
かりとはめ込んでく
ださい。
※外れると漏水の原因
となります。

キッチンくるりんと接続の場合

ホースと電磁弁の接続5

クリップに触れる
とけがをする恐れ
があります。

4.
ポイント

吐出管の凸部と電磁弁側の
穴位置を合わせてください。

電磁弁を吐出管に接続する。

●電磁弁を吐出管に接続する際、ホースがねじれた
り、止水栓をまたいで接続しないでください。
※ホースが破損し、漏水の原因となります。

●Oリングに傷をつけたりゴミかみがないよう注意
してください。
※漏水の原因となります。

電磁弁の抜け止めカバー・固定リングを外す。

ハンドシャワーを吐水口部に収納する。

ポイント
ホースが抜けて入れにくい場合は、
ホースを押しながら回転させてくだ
さい。

前

ホースをホースガイドの矢印のとおりに通し、ホースが電磁弁の端子と干渉しないように、電
磁弁の右側にもってくる。ホースを電磁弁のソケット部に差込み、ストップリングで固定する。3.

正面図

ポイント

ホース継手を接続する際はホース
がねじれないように注意してくだ
さい。
※ハンドシャワーがスムーズに引
き出せなくなります。

電磁弁

電磁弁

ホースは電磁弁の右側にくるようにし、ホース
と電磁弁の端子が干渉しないように注意して
ください。

ホースガイド

ホース

ホース収納性の確認
ハンドシャワーを出し入れし、ホースが給水・給湯ホース・電磁弁等と干渉せず、スムーズ
に上下に動くことを確認する。

7

ポイント

ポイント
上図の「コードクランプ」は、コントロールボックス・
電磁弁よりも下方に設置してください。
※漏水や結露により水滴がコードを伝わった場合に、
　コネクターに到達しないようにするためです。

コントロールボックスの接続と設置

キャビネットの背板にコードクランプを取
り付けて、コードをコードクランプでキャ
ビネット内に固定する。（5～6か所）

6.

電源プラグをコンセントに接続する。7.

施工完了後、タグを水栓のレバーハンドル
に取り付けてください。8.

2.

濡れた手で触れたり、水がかからないよう十分注意
してください。
※発火・ショート・感電・故障の原因になります。
　　　

8

コントロールボックスに電磁弁からのコード
と、水栓本体からのコード2本を差し込む。

コントロールボックスの取付位置を施説図を参考に
仮決めし、シャワーホースやフレキホースと3本の
コードが絡まないようにコードを取り回しておく。

電源プラグ

ポイント
下のコードから順に差し込んでください。

以下の手順の通り、正しく調整してください。

電源プラグがコンセントに正しく差し込まれていることを確認する。

4.  施工後の調整

電磁弁の手動弁が「左いっぱい」に回っていることを確認する。

3.
高温に注意してください。
※レバーが湯側になっていると
不意に高温の湯が出てヤケ
ドをする恐れがあります。

電磁弁からのコード
（オレンジ）

水栓本体からのコード（白・小）

水栓本体からのコード（白・大）

オレンジ

白（小）
白（大）

フタ

電磁弁

ホース継手

ストップリングホース

3.

4.

コード類とホース等が絡まない
ようにしてください。
※発火・ショート・感電の原因
になります。　　　

コード類を溝に収納しフタを閉める。

側板もしくは、背板に図のように2本のビス
で固定する。②のビスは左右どちらかに固
定する。ステンレス
キャビネットなどの場
合は､補強木に固定す
る。ビスが使用でき
ない場合は､付属の両
面テープで固定する。

q

w

フタ

結束バンド

5.

ポイント
コードを引っ張ったときに、コネ
クター部に力がかからないよう
にしてください。

コード類を結束バンドでしっかりと固定
する。

コントロールボックスへ

水栓本体
からのコード

電磁弁

手動弁は工具を使わず、手でゆっくり左いっぱいに
回してください。
※止水不良（センサーに手をかざしても水が止まらない）
の原因になります。

電磁弁

固定リングと抜け止めカバーをはめ込む。5.
固定リングをはめ損ねないよう、
必ずしっかりとはめ込んでくだ
さい。
※外れると漏水の原因となります。

センサーに手をかざして、タッチレス湯水センサーの吐水・止水を確認する。4. ポイント
●感知エリアは右図のようになっています。
●約3秒間手をかざし続けると自動的に止水
します。
●10分間吐水が続くと自動的に止水します。

タッチレス
湯水センサー感知エリアタッチレス

湯水センサー

止水栓

開く 開く

止水栓を開き、レバーハンドルを上げる。

ポイント
ハンドシャワーは吐水口に納めた状態で行う。

ストッパーの固定6
テープを覆うようにストッパーを取り付ける。

ポイント

1.ストッパーを指で押さえる。ロック部の溝に、
マイナスドライバーを矢印qの方向に差し込む。

2.差し込んだマイナスドライバーを矢印wの方向に傾ける。
3.マイナスドライバーを矢印eの方向に押し込んでロックを
解除し、ストッパーを外す。

ストッパーの外し方

q
w

e

クリップリング クリップリングロック部

溝マイナスドライバー

ストッパー

コードを差し込んだ後、軽く引っ張って
抜けないことを確認してください。
※作動不良の原因となります。

自動センサーON/OFFスイッチを押し､光っている状態で､手を吐水口の下に差し出して､自動セン
サーの吐水･止水を確認する。5.

ポイント
●感知範囲は右図のようになっています。
●1分間吐水が続くと自動的に止水します。

自動センサー 自動センサー

感知範囲 吐水中200mm

止水中130mm
もしくは、150mm

自動センサー
ON/OFFスイッチ

コード
ソケット部

ストップリング

電磁弁を手で持ち 、ホースを挿入した後、ストップリングをしっかりと
はめ込んでください。(ストップリングが外れると漏水の原因になります｡ )
※カチッと音がするまで差込んでください。
※ストップリングがソケットからはみ出ていないことを確認してください。

作動確認

●ホース収納がスムーズに
なるよう、吐出管を左に
軽く曲げて、ホースが
まっすぐ垂れ下がるよ
うにしてください。

●ホースが引出し、配管スペース、止水栓など
に干渉する場合、吐出管を軽く曲げて、
ホースの干渉を避けてください。　　　

左に
曲げる

吐出管

吐出管

ホース

メイン
バルブ

止水栓 配管
スペース

配管
スペース

吐出管

背板

吐出管を
曲げる

吐出管を
曲げる

引出し

正面視 右側面視

PMS-2429(18112)
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ホースがスムーズに
収納できない

シンク内でホースがねじれたり、
電磁弁と干渉していないか？ ねじれおよび干渉していないか確認する。施工方法「ホースの収納性の確認」

取扱説明書「停電および
故障時の応急処置」

●センサーによる吐水・止水時にカチカチと音がするのは、電磁弁の動作音によるもので、故障ではありません。

●

キッチンくるりんに同梱の取付設置説明書の『4.引渡前の確認』についても点検を行ってください。

電源プラグがコンセントに
差し込まれているか？

電源プラグをコンセントに差し込む。

ハンドシャワーが外れていないか？ ハンドシャワーを吐水口に差し込む。取扱説明書「ハンドシャワーを使う」

取扱説明書「自動センサーを使う」
自動センサーON/OFFス
イッチが赤色点滅していな
いか？

カートリッジ固定ナットに
ゆるみはないか？

自動センサーON/OFFス
イッチが白色点滅していな
いか？

レバーハンドルを水側にし、タッ
チレス湯水センサーで吐水する。

コネクターが外れていないか確
認する。接続されている場合は
サーミスタの故障と考えられる。

交換してください。

キッチンくるりんと接続の場合

※1センサー表面の汚れをふきとる場合は、キズをつけないようにしてください。
　キズが付くと正常に作動しなくなる場合があります。

ストレーナの掃除
水側（湯側）の止水栓を
右いっぱいに回して閉じる。

ポイント
6. ストレーナをソケットに取り付ける。

7. ソケットを電磁弁に取り付け、ストップリン
グをはめて、吐出管に接続する。

ソケットの溝
にストレーナを
しっかりと
はめ込む。

溝

ストレーナ

ポイント
吐出管の凸部
をソケット内
の穴位置に合
わせてくださ
い。

レバーハンドルを全開にしたときに、水側または湯側のシャワー吐水の流量が約8L/min
（1リットルの容器をいっぱいにするのに約8秒）を超える場合は、止水栓で流量調節します。

止水栓

タッチレス湯水センサー
と自動センサーは、レ
バーハンドルで吐水する
流量を調節することがで
きます。
タッチレス
湯水センサー

自動センサー

お客さまが施工後すぐに使用しない場合は、電源プラグを抜くか、もしくはブレーカーを
落とす。

切替ユニットのストレーナの掃除

E.タッチレス
　湯水センサー

E.自動センサー

シングルレバー

O.ハンドシャワー

コントロールボックス

切替ユニットを工具等で回
さないでください。
※破損の原因となります。

切替ユニット
を取り付け、
切替ユニット
ストッパーを
はめる。

4.

3.

ポイント
取り付けるときは、
位置合わせの向き
が合うように差し
込む。

切替ユニットを外して、ストレーナ
に付いたゴミを歯ブラシなどで洗
剤を使わずにこすり落とす。

切替ユニットストッパーを取り
付けるときは、溝が吐水口側
になるようにしてください。

取り付け後は切替
ユニットが抜けてこ
ないこと。

確　認

ハンドシャワーを引き出す。

ハンドシャワー

作動確認後、ストレーナを必ず掃除してください。
※ストレーナが詰まると流量が少なくなり、十分な機能が発揮されません。

5.  引渡前の確認

施工後は、電磁弁の水抜栓が閉じている（右いっぱいに回っている）ことを確認してください。
（寒冷地仕様の場合）
※開いた状態のままだと、漏水の原因になります。

電磁弁の手動弁を左いっぱいに回した状態で、プレートをしっかり差し込んでください。
※プレートがしっかり差し込まれていないと手動弁が回り、水が止まらなくなる可能性があり
ます。

手動弁
プレート

左いっぱい
まで回す

ソケット

ストレーナ

吐出管

ストップリング

電磁弁

ソケット

ソケットを取り付ける際、および吐出
管に接続する際、Oリングに傷をつけ
たり、ゴミかみがないように注意して
ください。
※漏水の原因になります。 Oリング

ソケット 吐出管

正面図

皿小ねじ

B.レバーハンドル

C.カートリッジ固定ナット

D.パッキン

M.コネクター

J.逆止弁ソケット

H.電磁弁

I.手動弁

Q.シャワーホース

J.逆止弁
　ソケット

L.ストレーナ

F.ストレーナ

切替ユニット
ストッパー

確認後はレバーハンドルを下げ、自動センサーON/OFFスイッチを押し消灯状態にしてください。

P.自動センサー
　ON/OFFスイッチ

A.ねじ

N.電源プラグ

K.ホース
　ガイドJ.逆止弁

H・K・Q

G

水抜栓

センサーの感知エリア内に
障害物はないか？

ソケット

止水栓

電磁弁の抜け止め
カバーと固定リン
グを外し、吐出管
から電磁弁を外す。
※洗面器などで排
出される水を受
けてください。

ストップリン
グをマイナス
ドライバーで
外し､ソケット
を外す。

4.

5.

電磁弁

吐出管

ストップリング

マイナス
ドライバー

ストップリング

ソケット

ストレーナを精密ドライバー（マイナス）で
外し､ゴミを歯ブ
ラシなどで洗剤を
使わずにこすり落
とす。

ソケットを外す際、ソケットから出て
いるコードが引っ張られないように
してください。

ストレーナ

コード

上部施工金具

キャップ

ストッパー
溝位置

ストレーナの掃除2

流量の調節3

お客さまが施工後すぐに使用しない場合4

裏側にある切替ユ
ニットストッパーの
溝部に精密ドライ
バー(マイナス)など
を掛けて引き抜く。

2.

3.

レバーハンドルを開け、
一度センサーに手をか
ざして止水確認および
圧抜きをする。

センサー

水側（湯側）の止水栓
を右いっぱいに回して
閉じる。

ストレーナを取付ける。

3.

4.

2. レバーハンドルを開け、一度センサー
に手をかざして止
水確認および圧抜
きをする。

センサー

ストレーナを取り外し、ゴミ
を歯ブラシ
等で洗剤を
使わずに洗
い流す。

止水栓

ポイント
湯と水の流量が同じ
になるよう調節して
ください。

精密ドライバー
（マイナス）

精密ドライバー
（マイナス）


